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分な形でとらえられているといえるであろう。   
儒者たちは江戸期日本の知識人であったが，中内  
敏夫によってつとに指摘されているように，江戸期  
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えられるのである。   
益軒がそのような学問の実用性を強調する姿勢を   
より簡明に述べた言葉が，「民生日用」に資すると   
いう言明であった。すなわち，目頭に述べたように，   
身体を養い子どもの成長を育むといった，養生や教   
育の問題が個々の家に生きる人間のそれぞれの責任   
において取り組まねばならない事柄であった近世社   
会において，儒学者として蓄積してきた学問と幅広   
い領域に亘る経験によって，人々に負わせられたそ   
のような課題の実現に具体的な手がかりを提供しよ   
うとしたのが益軒なのであり，「人を教育するの法」  
（『憤思録』巻二）という，実践可能な形での教育論   
を展開させることになったその根底には「民生日用」   
に資するという益軒の美学的学問観があったと考え   
られるのである。益軒の学問の美学的性格と「民生   
日用」についての関連は，つとに秋山和夫によって   
指摘されている15。秋山は，源了円が『徳川合理思   
想の系譜』において指摘した益軒の学問の特質を踏   
まえながら，益軒の学問を貴く精神として批判的探   
求の精神を指摘するとともに，それが益軒の学問の   
特質である実践航行をより具体化させる要因とな   
り，「民用の資」としての学問の普及活動を促した   
ことを指摘している。  
ところで，汗牛充棟ともいえる益軒研究－6の中で，   
江森一郎の『「勉強」時代の幕開け』17に収載され   
た「貝原益軒の教育観学習法的教育観」は，益軒   
の主著の ▲つである『大和俗訓』を中心に，益軒の   
教育論の特質を「学習法的教育観の構造」として探   
求した研究である。江森は，当時「為学」「学問」   
という熟語で示されていたものを念頭におきつつ，  
「学習法的教育観」を次のように定義している。「学   
習法的教育観とは，このような意味での＜学習＞  
（単に，知識の獲得や事実関係を理解することのみ   
ならず，実践・行動に結実することまでを含む儒教   
思想における＜学ぶ・習う＞の意味）を自らめざす  
（立志）＜学者＞（学習者の意）にその目標・方法  
（順序・心構え）を説くことに関心を集中させた教   
育観である」（同書179頁）18。  
しかしながら江森は，益軒においては「教えるこ   
と」に対しても，その関心は原朱子学よりもはるか   
に強いのであり，益軒においては栄子学の学習法的   
教育観を継承しながらも「教える」ことに対する関   
心がさらに探化されていることを指摘している。す   
なわち「益軒は学習法的教育観のもとで＜教える＞   
ことに対してもかなり深い考察をしている」（同書  
192頁）というのである。それであれば，今後この   



























































「いにしへより四恩といひしは，第一天子の恩，   
第二に国土の恩，第三に父母の恩，第四に衆生   
の恩といへり，今は公方様の御恩第一成べし。   
あめが下おだやかにおさめさせ給ふゆへに，兵   
乱のさはぎなく，我身ばかりにもあらず一家一   
門の物まで，弓箭に命をおとす事なく，天より   
うけたるま、の命を終る，それのみならず，悪   
人いたづらものをつよく御いましめなさるゝ故   
に，盗賊の難儀もなく，夜中に野山を独ゆくに   
もきづかひなく，心しづかに我も人も世を渡る，   
























「天道を根本として生れいでたる万物なれば天道   
は人物の大父母にして根本なり，人物はてんと   
うの子孫にして枝葉なり。根本の天道，純粋至   
善なれば，そのえだ葉の人物もみな善にして悪   
なしと得心すべし（中略）人間はみな善ばかり   











































2 益軒の時代と太平の世における安楽  













「人の性をして，頑然無知なること，鶏大の如く   
然らしむるときは，則ち百の聖賢有りと雄ども，   
其れをして教えて善に之かしむること能わず。   






「其人をして聖為り賢為らしめて，天下の泰平を   
開く所以の者は，教の功なり。故に道に次いで   
貴き者は，教なり。而して道を尽し教を受くる   












へと連なる学問興隆の基盤となる。   
元禄5年（1692），長崎出身の町人学者西川如見  
は，その著『町人嚢∠ において，同時代の状況と  
人々の意識を次のように活写している。  
「百年以来は天下静諸の御代なる故，儒者，医者，   
歌道者，茶湯風流の諸芸者，多くは町人の中よ  
り出来ることになりぬ（中略）かゝる世に生ま   
れ，かゝる品に生れ相ぬるは，まことに身の幸   
にあらずや。下に居て上をしのがず，他の威勢   
あるを羨まず，簡略質素を守り，分際に安んじ，   
牛は牛づれを楽しみとせば，一生の楽しみ尽く   









ともに，現世のなかで幸や楽を求めることが全ての   
人間に開かれた営みとして承認されていることがう   
かがえる。さらに，その根底には，人として生きる   
という点においては，人間は道徳的に平等であると   
いう如見の人間観がある。すなわち，如見は『町人   
嚢』において次のように述べている。「畢寛人間は  
根本の所に尊卑有るべき理なし。（中略）人間本心   
の上におゐて何ぞ貴賎の差別あらん。いかなる購が   
ふせやに居ても，心は万人の上に延んものなり」35。   
職分は異なっても人として生きるという根本におい   
てなんら違いは無いというのである。ここに，近世   
社会の人々がそれぞれの具体的な生活の場において   
心置きなく「幸」や「楽」を求める道筋が付けられ   
たといえるだろう36。  
（2）太平の世と安楽   
では，このような状況の中で，益軒は同時代をど   
のようにとらえているのだろうか。益軒が元禄16   
年（1703）に著した『君子訓」を見てみよう。   
この書は，益軒が自序のなかで，「民を治むるに   
は古の聖の道を法とする事は言ふもさらなれど，今   
の世の人，多くは経史に昧く，文官職に居る人は学   
ぶに暇なくして，古の経済の道にうとし。ここに我   
が愚昧をわすれて，かつて聞ける所を述べていささ   
か古の道の片はしをあらはす」37と述べているよう   
に，治者の立場にある者を主な対象として善かれた   
ものである。筑前福岡藩士の家に生れた益軒は，儒   
者としてまた藩士として黒田家に仕え，元禄13年，   
71歳で致任する。『君子訓」」は益軒が致仕後ほどな   
くまとめたものであり，そこには，世を治め，身を   
修める「仁政」の道が説かれているのである。この   
ような F君子訓∠ のなかで，益軒は自らが生きる時   









これまでには思いもよらなかった「太平」の世が   
現出し，そこに生まれ暮らすことは，乱世に生きざ   
るを得なかった人が望んでも得がたい楽であり，幸   
でもあるというのであり，仁政とはまさに「今の民，   
治世に楽める」「御意みを報い奉」る営みに他なら   
ないというのである。  
さらに，『益軒十訓』の一つで，益軒没後に公刊  
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された ア初学訓占」（享保3年，1718）では，太平の  
世の中での人の生き方に関して次のようにいう。  
「今の世に生るゝ人，乱世にあはず治世にすめる   
は，大なる幸なを）。是世を治め給ふ大君の御め   
ぐみ也。大君はたとへば天地を大父母とするが   
如し。主君の上なる大主君なり。其の御威徳に   
よりて世おさまi），我が身安楽に此の世にすめ   
れば，是亦四民ともに大恩をかうふれi）。其の   


















「いにしへの乱世の時を聞くに，力ある者は，つ   
ねに干支を事として，しばしば戦にのぞみ，力   
なき者は，糧をつゝみて，時々LU林に逃げかく   
る。一日も，安堵の思ひなし。これを思ひて，   
今の太平の御代の，安穏にして無事なるを楽し   
むべし」11。   

















「人となりて此世に生きては，ひとへに父母天地   
に孝をつくし，人倫の道を行ひ，義理にしたが   
ひて，なるべき程は蕎福をうけ，久しく世にな   
がらへて，喜び楽しみをなさん事，誠に人の各   
願ふ所ならずや。如此ならむ事をねがはゞ，先   
古の道をかうがへ，養生の術をまなんで，よく   
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せ，人知の進展と正しい学術の発展が国の未来を創   









自戒のように語りかけられたこの言明は，「聖人   
の道をあつくたふとび信ぜむ」というように，従来   
の学問の枠組みを堅持しつつ，義理の学問をいっそ   
う発展させることで，人々の安楽な暮らしの永続を   
願う，益軒の学問の目指す方向が述べられたもので   
ある。  
益軒においては学問的探求の原点に儒学が正置さ   
れ，彼の知的活動のすべてが，儒学の理念を主軸に   
して成立するのであるが5q，そのようななかで学術   
が発展しうる余地は残されているのだろうか。一体，   
益軒のいう学者の真実な志とは何であるのか。正し   
い学術とはいかなる方法と内容をもつものなのか。   
本節ではこの点に関して，「格物窮理の工夫」と  
「有用の学」の二つを軸として考察してみたい。  
益軒没後，数十年を経た寛政2年（1790），近世   
後期の歌人として，また文章家として知られた伴高   
棋は『近世崎人伝』を著し，その中で中江藤樹とと   
もに，儒学の名家として益軒を収り上げ，次のよう   











ここには益軒の学問の個性が明確にとらえられて   
いる。「通俗のため教える」，「日用の細務にまでも   
及ぶ」，これらの点において益軒の学問は当時の儒   
者と「相去る事大淵なるべし」というのである。益   
軒の学問が儒学を主軸にしつつ，その外延を広げて   
いく契機はまさに，学問の成果に基づいて「通俗の   
ため教える」という目的意識と「日用の細務にまで   





「凡天道は万民を生じ給ひ，我も人も凡天下国家   
の人民は，皆天の子にて，本は我と兄弟にて御   
座候。大地は人民万物の父母にて御座候故，人   
物を御恵み被成候御心深く御座候。（中略）国家   
を治め数万の人民を御預り被成，御位は猶又天   
道より其人に諸民を御預け被成たる御事にて，   
万民を御あはれみ不被成候ては職分に叶はぎる   
















ているのである㌔ 天道にかなった仁政が説かれる  
その背後には，現実の世を生きる人民の暮らしと政  
治の現実が見据えられているのである。元禄3年  
（1690）の「覚書 元禄三年黒田一貫に送る書」に  
は，「以往」に比較して，人心の変貌した今の様が  
′畳み掛けるように指摘されている。  
「今に至っては人心風俗日を追て衰へ，只利欲是   
を勤めて廉恥なく，貪欲深くして礼儀をかへり   
みず。仁愛なくて民をむさぼり，人を苦しめ，   
物のあはれみをしらず。戎時勢に乗じ己が才に   







3 格物窮理の工夫と有用の学  




























































「天地の道，常に行いて息ず。而して天地別に為   
す所無し。只，生物を以て事と為すのみ。万物   
生生して窮まらざる所以也。是を以て六合の内   
産する所の品物浩穣究め尽くすべからず。其の   
民用と為す者，また弘多にして根無し。然らば   
すなわち学者明らかに庶物を知るの功，また豊   
に広博ならざるべけんや（中略）蓋し経は以て   
道を載せ，史は以て事を記す。其れに次ぎ，物   










かったのである。   
近件の前半には，日本朱子学の一つの 潮流として，  
益軒に見られるような，内面的世界とは別に事物世  





書  名   
著  者  巻 冊 数   し成立年   
1 多識編   林 羅山  2巻2冊   1630年刊   
2 訓蒙囲彙   中村悌斎  20巻   1666年刊   
3 和漢名数   貝原益軒  1巻   1678年刊   
4 続和漢名数   3巻3冊   1695年刊   
5 11本釈名   3巻3冊   1700年刊   
6 ノブ宝都事記   8巻4冊   1705年刊   
7 大和本草   ケ   16巻 ※   1709年刊   
8 和爾雅   貝原好古  8巻9冊   1694年刊   
9 和漢事始   ／シ   13巻6冊   1697年刊   
10 庶物類纂   稲生若水  362巻   1704年未完   
11和漢三才図会  寺島良安  105巻81冊  1712年成立   
12 名物六帖   伊藤東涯  14冊又は32冊  1714年成、L   
※ 本巻の他に，付録2巻・諸品岡3巻を含む。  
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の「事天地」説，すなわち「天地に事える」という  








「これ天地は万物の父母，これ人は万物の霊。故   
に人たるの道，終身の職業，ただ，天地に事ふ   
るに在るのみ。」71（原漢文）  
「天地に事ふるの道，乗る所の五常の性に率て人   
倫を愛するのみ。人倫を愛するの中，父母を厚   
くするを以て最も重しと為す。蓋し父母は人倫   
の本也。厚くせざるべからず。親に親しみ民を   
仁するの余，又物を愛するに在るのみ（中略）   
物を愛するも亦是れ天地の心に奉若する所以に   


































「学者の道に於ける，亦当に是を以て法とすべし。   
蓋し，天地万物の理，天下古今の事，広大と謂   
ふべし。須らく其の心胸を開潤にし，其の聞見   
を広博にし，以て天下古今の善を取り，天地万   














































たと思われる。   
ここで『大和俗訓』の次の一節を見てみよう。  
「学問に有用の学あり，無用の学あり。わが儒の   
学は有用の学なり。有用の学とは，学問をすれ   
ば，わがため人のため益となるを云ふ。この故   
学問の道は有用の学をすべし。無用の学をすべ   
からず（中略）日用人倫の道に志なきは，益も   











































「学問は身を修め人を治むるを有用の学とす。是   
眞の学問なり。もし左もなくて，文字を知るを   
以て学問とおもひ，多く聞き多く見るに博学多   
識なりとも，何の益もなき無用の学なるべし。   













「今人の学を為す，訓話に泥む者は極めて破砕支   
離にして窮理に切ならず。詞章に耽る者は，奇   
巧麗飾を務めて実に就くこと能はず。博覧を貪   
る者は，遊蕩氾濫にして諸本に腹するを忘る。   
異学に裸ゆる者は偏癖駁雑にして純正ならず。   
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吉川弘文館，1963年，243頁）。また，井上は  
『益軒十訓』執筆の別の事情として「想像を達し   
くすれば一つには吉雄側のこうしたものへの執筆   
依頼が強く，また彼自身の財政状態もそれを承諾   
する一要素となったのではあるまいか。」（同上）   
と述べている。益軒が『憤思録』の巻末に付した  
「自己編」において，自らを述懐した文章からは   
そのような推測は不可能なように思われるが，こ   
の点については後考を侯ちたい。  
13 益軒は，『憤思録」】（巻之一）において次のよう   
に述べている。「学を為すは，将に以て用を済ん   
とす。故に学は必ず事に施して，而る後有用の学   
と為るべし」（『益軒全集』巻之一，5貞，原漢文）。   
また，同じく『憤思録』巻之四では，「学術は世   
を経る所以なり。而して後世学を為す者，毎に経   
世之用に適はぎるは何ぞや。蓋し理を窮め道を知   
るの学有り。是れ世を経め用に適ふ所以也。以て   
用あるの学と為すべし」（『益軒全集』巻之二，79   
貞，原漢文）という。これらによっても分かるよ   
うに，益軒における有用の学とは，「平生章句に   
拘り，訓話に泥む」ような学問や，「大言して高   
妙を説く」に止まる学問とは無縁のものであるこ   
とは明らかである（同上，5頁）。  
14 源了円は，このような益軒の実学的学問は「経   
験的合理主義」に基づくものととらえている  
（『徳川合理思想の系譜』中央公論社，1972年，   
32頁）。  
15 秋山和夫「益軒」（井上久雄編『日本の教育思   
想』福村出版，1979年）。  
16 最近のまとまった益軒研究として，『貝原益軒   
天地和楽の文明学」】（横LU俊夫編，平凡社，  
1995年）や，『「学び」の復権¶模倣と習熟』（辻   
本雅史，角川書店，1999年）などがある。  
17 江森一郎『「勉強」時代の幕あけ一子どもと教   
師の近世史』平凡社，1990年。この論文の初出   
は『教育学研究』（日本教育学会）45巻1号，  
1978年3月である。  
18 「学習法的教育観」という把握は，中内敏夫が   
前掲書『近代日本教育思想史』（1973年刊行）の  
「日本人の教育意識と発達の観念」と超した部分   
ですでに使用した言葉である。そこで中内は，近   
世までの日本人は「敦」という文字をめぐる世界   
にあまり関心をもたず，教授法的教育観ではなく，   
まさに「学習法的教育観こそみずからにふさわし   
いものとして展開してきていたのではなかった   
か」と述べている（同書，70頁）。しかし，江森   
はこのことについて『「勉強」時代の幕あけ一子   
どもと教師の近世史』の中では言及していない。  
注  
1 『大和俗訓』巻之一，為学上（『益軒全集』巻   
之三，益軒会編，国書刊行会復刻，47－49頁）。  
2 『養生訓』巻之一，総論上（『益軒全集』巻之   
三， 477頁）。  
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